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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液を吸収保持する液吸収層を有し、前縁部よりも後方に位置する膣対向部とさらにその
後方に延びる臀裂対向部とを有するナプキン本体と、前記ナプキン本体の肌側表面に設け
られた隆起部とを有する縦長形状の生理用ナプキンにおいて、
　前記液吸収層を覆う液透過性の表面シートの一部によって、前記膣対向部またはそれよ
りも後方に前方起端を有し、前記臀裂対向部またはそれよりも後方に後方起端を有して、
前記前方起端と前記後方起端との間で縦方向に沿って前記肌側表面から立ち上がり可能な
前記隆起部が形成され、前記隆起部と前記肌側表面との接合境界部が、縦方向中心線から
左右両側に間隔を空けて前記前方起端と前記後方起端との間に延びており、
　前記表面シートは、前記接合境界線より幅方向外側で前記液吸収層に接合され、前記前
方起端と前記後方起端との間で、前記表面シートを縦方向中心線に沿って収縮させる弾性
収縮部材が設けられ、
　前記弾性収縮部材によって、前記隆起部を形成する前記表面シートに前記前方起端と前
記後方起端とを接近させる弾性収縮力が与えられ、前記表面シートが前記接合境界線を起
線として前記肌側表面から離れる位置に立ち上げられて、前記隆起部が形成されており、
　前記ナプキン本体に外力を与えていない自由状態において、前記膣対向部よりも後方に
おいて、前記肌側表面からの前記隆起部の立ち上がり寸法が最大になることを特徴とする
生理用ナプキン。
【請求項２】
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　前記ナプキン本体の後方部には、前記前方起端と前記後方起端とを接近させる曲げ力に
対抗する剛性付与要素が設けられている請求項１記載の生理用ナプキン。
【請求項３】
　曲率半径が１１０ｍｍの円筒面に対し、前記ナプキン本体の長手方向を曲率方向へ向け
且つ着衣側表面を前記円筒面に当接させて設置し、直径が３０ｍｍの円形平面によって、
前記隆起部の立ち上がり寸法が最大の箇所を円筒面の半径方向へ押圧したときに、隆起部
を５ｍｍ押し込むのに要する力が０．０５～３Ｎの範囲であり、前記隆起部を肌側表面か
らの高さが１０ｍｍとなるまで押し込むのに要する力が０．１～５Ｎの範囲である請求項
１または２記載の生理用ナプキン。
【請求項４】
　前記弾性収縮部材は縦方向中心線上または前記縦方向中心線の近傍に設けられ、前記弾
性収縮部材が設けられた部分が、前記隆起部の頂部となっている請求項１ないし３のいず
れか１項に記載の生理用ナプキン。
【請求項５】
　前記前方起端よりも前方には、前記表面シートが扁平状態に畳まれた前方扁平部が設け
られており、この前方扁平部の側縁部は、縦方向中心線の両側に位置し且つ縦方向中心線
と並行に延びている請求項１ないし４のいずれか１項に記載の生理用ナプキン。
【請求項６】
　前記隆起部は、内部が空洞である請求項１ないし５のいずれか１項に記載の生理用ナプ
キン。
【請求項７】
　前記剛性付与要素は、前記液吸収層が圧縮された圧縮部である請求項２記載の生理用ナ
プキン。
【請求項８】
　前記圧縮部は、高圧縮部とこれよりも密度の低い低圧縮部とが縦方向に向けて交互に形
成されており、それぞれの前記高圧縮部は肌側表面から着衣側表面に向けて凹状に形成さ
れている請求項７記載の生理用ナプキン。
【請求項９】
　前記剛性付与要素は、前記ナプキン本体に付加された補強部材である請求項２記載の生
理用ナプキン。
【請求項１０】
　前記表面シートは第１の液透過性シートと第２の液透過性シートとが重ねられており、
前記弾性部材は、前記第１および第２の液透過性シートの間に挟まれている請求項１ない
し９のいずれか１項に記載の生理用ナプキン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、膣対向部とその後方に長く延びる臀裂対向部とを有する縦長の生理用ナプキ
ンに係り、特に膣後方から臀裂にかけて密着した状態でナプキンの湾曲形態を維持でき、
就寝時などにおける後方への経血の洩れを防止する効果を発揮する生理用ナプキンに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来の生理用ナプキンには、液吸収層を有するナプキン本体の肌側表面に、身体に密着
させるための凸構造部を設けたものが存在している。
【０００３】
　以下の特許文献１に記載のものは、液吸収層とその表面を覆う表面シートとの間に縦方
向に延びる弾性部材が設けられている。この弾性部材は生理用ナプキンの前縁部と後縁部
にわたって延びている。前記弾性部材が生理用ナプキンの前縁部と後縁部とを接近させる
弾性収縮力を発揮し、その結果、生理用ナプキンは肌側表面が窪むように湾曲変形すると
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ともに、前記弾性部材によって表面シートの中心部が吸収体から離れるように持ち上げら
れる。前記吸収体から離れるように持ち上がった表面シートを身体へ密着させることによ
り、経血が前記表面シートを伝わって液吸収層に吸収できるようにしている。
【０００４】
　以下の特許文献２に記載のものは、ナプキン本体の肌側表面に、液透過性シートで形成
された立体壁が設けられている。この立体壁は断面がＴ字形状であり、その前方起端はナ
プキン本体の前縁部付近に位置し、後方起端はナプキン本体の後縁部付近に位置している
。前記立体壁には、縦方向への収縮力を発揮する弾性部材が設けられており、この弾性部
材によってナプキン本体の前縁部と後縁部とを接近させる力が作用し、ナプキン本体が湾
曲することで、前記立体壁がナプキン本体の肌側表面から立ち上がるようになっている。
特許文献２に記載のものは、前記立体壁を女性器に密着させることで、生理用ナプキンと
女性器とが一体感を与えるような着用感触を得ようというものである。
【０００５】
　次に、以下の特許文献３に記載のものは、生理用ナプキンの肌側表面に設けられた表面
シートと、液吸収層との間に、吸収体と補強部材とが介在し、表面シートと前記吸収体お
よび前記補強部材とによって、断面が三角形のこぶが形成されている。特許文献３に記載
のものは、前記こぶが使用者に不快感を与えることなく、大陰唇の間の溝に適合できると
いうものである。
【０００６】
　以下の特許文献４に記載の生理用ナプキンは、肌側表面の後方領域に山形形状の突起が
設けられている。前記特許文献４の記載では、この突起がどのような手段で構成されてい
るのか不明であるが、この突起がヒップの溝に当接することで経血の後ろ洩れを防ぐもの
とされている。
【特許文献１】特開２０００－８３９９４号公報
【特許文献２】特開２００２－３２０６３８号公報
【特許文献３】特表２００１－５０４７２７号公報
【特許文献４】特開平１１－４２２５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前記特許文献１と特許文献２に記載のものは、ナプキン本体の縦方向の寸法が短く、ナ
プキンのほぼ中央部が膣に対向するものであり、弾性部材で持ち上げた液透過性シートを
膣口に密着させることを主な目的としている。しかし、長手方向の寸法が短い生理用ナプ
キンは、後方への経血の洩れを防止しにくいものであり、就寝時での着用には適しない。
【０００８】
　就寝時に着用するには、縦方向の寸法が長く、後方部分が臀部に対向できる生理用ナプ
キンが適している。しかし、前記特許文献１または特許文献２に記載の生理用ナプキンは
、弾性部材の弾性収縮力がナプキン本体の前縁部と後縁部との間に作用しているため、こ
の生理用ナプキンを就寝時に適用できるように長く構成すると、長い寸法のナプキン本体
のほぼ全長にわたって弾性収縮力が作用することになる。そのため、ナプキン本体が前記
弾性収縮力に対抗する剛性を保つことが困難になり、前記弾性部材が身体に押圧されて弾
性部材の弾性収縮力が増大したときに、液吸収層に皺が形成されて縦方向に収縮したり、
さらには折れが発生するなどして、身体との密着性を維持できなくなり、臀部方向への経
血の洩れの防止効果が低下し、さらには経血の横方向への洩れも発生しやすくなる。
【０００９】
　次に、前記特許文献３に記載のものは、吸収体と補強部材によってこぶを形成している
が、こぶの断面が三角形状であるため、膣には密着しやすいが、臀裂には入り込みにくい
。身体の溝は膣口部分および肛門に至るまでの領域では比較的幅が広く且つ浅いが、肛門
部分およびそれよりも後方の臀裂では、臀部の肉が接近して溝の幅寸法が狭く且つ深いも
のとなっている。よって、前記の断面が三角形のこぶは、肛門付近から後方の広い範囲に
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わたって臀裂に入り込んで密着する機能を発揮できない。しかもこぶが吸収体と補強部材
で形成されているため、こぶが形成されている部分が臀部の表面の曲面に沿うように湾曲
しにくい構造である。そのためナプキン本体の縦方向の寸法を長くすると、ナプキン本体
と身体との間に隙間を生じやすくなる。
【００１０】
　前記特許文献４に記載のものは、どのような構造であるか不明であるが、この突起は断
面が三角形で且つナプキンの長手方向に向けて断面が一様に三角形状の構造であるため、
膣口およびその周辺のように幅が広くて浅い身体の溝に接触できたとしても、左右の肌が
密着して細くて深い臀裂内にも密着させるのは困難である。
【００１１】
　本発明は、前記従来の課題を解決するものであり、肛門付近からその後方に延びる臀裂
内に入り込みやすくなって、身体に密着できるようになり、しかもナプキン本体の湾曲形
状を維持して、皺や折れが発生し難くなり、就寝時などにおいて後方への経血の洩れを有
効に防止できるようにした生理用ナプキンを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、液を吸収保持する液吸収層を有し、前縁部よりも後方に位置する膣対向部と
さらにその後方に延びる臀裂対向部とを有するナプキン本体と、前記ナプキン本体の肌側
表面に設けられた隆起部とを有する縦長形状の生理用ナプキンにおいて、
　前記液吸収層を覆う液透過性の表面シートの一部によって、前記膣対向部またはそれよ
りも後方に前方起端を有し、前記臀裂対向部またはそれよりも後方に後方起端を有して、
前記前方起端と前記後方起端との間で縦方向に沿って前記肌側表面から立ち上がり可能な
前記隆起部が形成され、前記隆起部と前記肌側表面との接合境界部が、縦方向中心線から
左右両側に間隔を空けて前記前方起端と前記後方起端との間に延びており、
　前記表面シートは、前記接合境界線より幅方向外側で前記液吸収層に接合され、前記前
方起端と前記後方起端との間で、前記表面シートを縦方向中心線に沿って収縮させる弾性
収縮部材が設けられ、
　前記弾性収縮部材によって、前記隆起部を形成する前記表面シートに前記前方起端と前
記後方起端とを接近させる弾性収縮力が与えられ、前記表面シートが前記接合境界線を起
線として前記肌側表面から離れる位置に立ち上げられて、前記隆起部が形成されており、
　前記ナプキン本体に外力を与えていない自由状態において、前記膣対向部よりも後方に
おいて、前記肌側表面からの前記隆起部の立ち上がり寸法が最大になることを特徴とする
ものである。
【００１３】
　本発明の生理用ナプキンは、隆起部が液透過性の表面シートとこの表面シートを立ち上
げる弾性部材とで形成されているため、肛門付近から後方に延びる臀裂内に入り込みやす
く、就寝時などにおいて臀裂に沿って後方へ移行する経血がナプキン本体の外部に洩れる
のを防止しやすくなる。また、前記弾性収縮部材の弾性収縮力がナプキン本体の膣対向部
よりも後方部分にのみ作用するため、縦方向の寸法が長くても弾性収縮力によってナプキ
ン本体に皺が寄ったり折れが形成されにくくなる。
【００１４】
　また、本発明は、前記ナプキン本体の後方部には、前記前方起端と前記後方起端とを接
近させる曲げ力に対抗する剛性付与要素が設けられているものである。
【００１５】
　前記ナプキン本体に剛性付与要素が設けられていると、ナプキン本体の後方部分が臀部
の表面に沿うような湾曲形状を維持しやすくなる。
【００１６】
　本発明では、曲率半径が１１０ｍｍの円筒面に対し、前記ナプキン本体の長手方向を曲
率方向へ向け且つ着衣側表面を前記円筒面に当接させて設置し、直径が３０ｍｍの円形平
面によって、前記隆起部の立ち上がり寸法が最大の箇所を円筒面の半径方向へ押圧したと
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きに、隆起部を５ｍｍ押し込むのに要する力が０．０５～３Ｎの範囲であり、前記隆起部
を肌側表面からの高さが１０ｍｍとなるまで押し込むのに要する力が０．１～５Ｎの範囲
であることが好ましい。
【００１７】
　隆起部の立ち上がり弾性力が前記の範囲であると、隆起部が臀裂に入りやすく、しかも
身体に過剰な加圧力を与えることがなく、着用時の感触が良好になる。
【００１８】
　また、本発明は、前記弾性収縮部材は縦方向中心線上または前記縦方向中心線の近傍に
設けられ、前記弾性収縮部材が設けられた部分が、前記隆起部の頂部となっている。
【００１９】
　隆起部が前記形状であると、弾性収縮部材が臀裂に入り込むようになる。
　また、本発明は、前記前方起端よりも前方には、前記液透過性シートが扁平状態に畳ま
れた前方扁平部が設けられており、この前方扁平部の側縁部は、縦方向中心線の両側に位
置し且つ縦方向中心線と並行に延びているものとすることができる。
【００２０】
　前記前方扁平部は、膣口から恥骨部分に密着するようになる。この前方扁平部は液透過
性であり且つナプキン本体の肌側表面からわずかに隆起しているため、この前方扁平部が
膣口に密着するようになり、膣口とナプキン本体との間に隙間が形成されるのを防止でき
るようになる。
【００２１】
　また、本発明は、前記隆起部は、内部が空洞である。
　隆起部が液透過性シートで形成されて内部が空洞であると、この隆起部が、細くて深い
臀裂に入り込みやすくなる。
【００２４】
　前記隆起部がナプキン本体と分離して自由に動けると、寝返りをうつなどして下着と身
体とがずれたときにも、隆起部が臀裂に入り込んだ状態を維持できるようになる。
【００２５】
　本発明では、ナプキン本体の後方部分にのみ弾性収縮力が作用し、さらに好ましくは前
記剛性付与要素が設けられることによって、弾性収縮部材の弾性収縮力によってナプキン
本体の後方部分に皺が寄ったり折れが生じるのを防止でき、この後方部分が臀部表面の曲
面に沿う形状を維持しやすくなる。前記剛性付与要素は、前記液吸収層が圧縮された圧縮
部である。また、前記圧縮部は、高圧縮部とこれよりも密度の低い低圧縮部とが縦方向に
向けて交互に形成されており、それぞれの前記高圧縮部は肌側表面から着衣側表面に向け
て凹状に形成されているものが好ましい。
【００２６】
　前記のように高圧縮部と低圧縮部とが交互に形成されていると、ナプキン本体の後方部
が臀部の曲面に沿って湾曲しやすくなり、しかも折れなどが生じるのを防止しやすくなる
。
【００２７】
　また、前記剛性付与要素は、前記ナプキン本体に付加された補強部材であってもよい。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明は、隆起部が肛門付近から後方に延びる臀裂に密着しやすくなる。またナプキン
本体は、股間部から臀部の表面の沿うように湾曲しやすく、また湾曲した形状を維持しや
すくなる。よって、生理用ナプキンが身体に密着した状態で、後方への経血の洩れを防止
しやすくなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　図１は本発明の第１の実施の形態の生理用ナプキンを示すものであり、外力が作用して
いない自由状態を示す斜視図である。図２は、前記生理用ナプキンを平坦な状態に展開し
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た状態を示す平面図である。図３は図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線の断面図、図４は図１のＩＶ
－ＩＶ線の断面図である。図５は身体の股間部から臀部にかけて生理用ナプキンが設置さ
れた状態を模式的に示す断面図、図６は図５のＶＩ－ＶＩ線の断面図である。図７は、前
記生理用ナプキンの隆起部の立ち上がり弾性力を測定する方法を示す断面図である。
【００３０】
　以下においては、生理用ナプキン１を構成する各要素の２つの表面のうち、身体に向く
表面を「肌側表面」と呼び、反対側の表面を「着衣側表面」と呼ぶ。また、生理用ナプキ
ンの長手方向を「縦方向」と呼び、前記縦方向と直交する方向を「幅方向」と呼ぶ。各要
素の寸法は、特に明記しない限り、縦方向に測定した寸法を「長さ寸法」とし、前記幅方
向に測定した寸法を「幅寸法」と呼ぶ。
【００３１】
　第１の実施の形態の生理用ナプキン１は、ナプキン本体２と、ナプキン本体２の肌側表
面に位置して隆起部を形成する表面構成要素３とを有している。
【００３２】
　図３と図４に示すように、前記ナプキン本体２は、着衣側表面に位置する液遮断性の裏
面シート２１と、その上に設置された液吸収層２２と、前記液吸収層２２を覆う液透過性
の表面シート２３とを有しているが、前記表面構成要素３は前記表面シート２３の一部に
よって構成されている。
【００３３】
　図２に示すように、ナプキン本体２は、曲線形状の前縁部４と同じく曲線形状の後縁部
５を有している。ナプキン本体２は、その長さ寸法Ｌ１が２８０～４５０ｍｍの縦長形状
である。前記液吸収層２２も縦長形状であり、この液吸収層２２は、前記前縁部４よりも
やや内側に位置する曲線形状の前端部２２ａおよび、前記後縁部５よりもやや内側に位置
する曲線形状の後端部２２ｂを有している。また液吸収層２２の左右両側端部２２ｃ，２
２ｃは、縦方向中心線Ｏｙと平行な直線形状である。
【００３４】
　ナプキン本体２の両側部の形状は、前方において、前記液吸収層２２の両側端部２２ｃ
，２２ｃよりも左右両側に突出した前方フラップ部６，６と、前記前方フラップ部６，６
よりも後方において左右両側に突出した折り返しフラップ部７，７と、前記折り返しフラ
ップ部７，７よりもさらに後方において、左右両側に突出した後方フラップ部８，８とを
有している。前記前方フラップ部６，６と折り返しフラップ部７，７および後方フラップ
部８，８では、裏面シート２１と液遮断性の側部シート２４とが重ねられてホットメルト
型接着剤により互いに接着されている。
【００３５】
　幅方向の両側に位置する前記側部シート２４，２４の対向縁部２４ａ，２４ａは、前記
液吸収層２２の両側端部２２ｃ，２２ｃよりも内側に位置している。図３と図４に示すよ
うに、液吸収層２２の両側部分は、その肌側表面が前記表面シート２３で覆われ、さらに
その表面が前記側部シート２４，２４で覆われている。前記側部シート２４，２４の対向
縁部２４ａと対向縁部２４ａとで挟まれた領域には、液透過性の前記表面シート２３が現
れており、この領域で且つ液吸収層２２が設けられている部分が液吸収領域となっている
。
【００３６】
　図２に示すＸ１は、膣対向基準線であり、この膣対向基準線Ｘ１は、ナプキン本体２の
前縁部４から後方へ１００～２００ｍｍの範囲に位置しており、例えば前記前縁部４から
後方へ約１５０ｍｍ離れて位置している。
【００３７】
　ここで言う膣対向基準線Ｘ１とは、この生理用ナプキン１を下着に固着させて股間部に
装着するときに、ほぼ膣の中心に一致させる目安となる位置を意味している。この目安は
、生理用ナプキンを肌側表面から見たときの全体形状や、肌側表面に形成されている圧縮
線の形状などの全体のデザインによって誘導するものであるが、この実施の形態のように
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左右両側に突出する折り返しフラップ部７，７が存在しているときには、通常はこの折り
返しフラップ７，７の縦方向寸法の中心位置が膣口の中心部に対向させる目安となる。
【００３８】
　よって、この実施の形態では、折り返しフラップ７，７の中心を通る線を前記膣対向基
準線Ｘ１としている。この膣対向基準線Ｘ１の前方５０ｍｍから前記肛門対向基準線Ｘ２
までの範囲を膣対向部とする。
【００３９】
　図２に示すＸ２は、肛門対向基準線であり、前記膣対向基準線Ｘ１を膣口の中心位置に
一致させたときに、前記肛門対向基準線Ｘ２が肛門に対向する。この肛門対向基準線Ｘ２
は、着用者の身体によって相違するが、通常は前記膣対向基準線Ｘ１から後方へ距離Ｌ２
＝３０～７０ｍｍだけ離れた位置にある。
【００４０】
　図２に示すＸ３は、尾てい骨対向基準線である。前記膣対向基準線Ｘ１を膣口の中心位
置に一致させたときに、前記尾てい骨対向基準線Ｘ３が、尾てい骨に対向する。この尾て
い骨対向基準線Ｘ３は、着用者の身体によって相違するが、通常は前記膣対向基準線Ｘ１
から後方へ距離Ｌ３＝１２０～１８０ｍｍ離れた位置にある。前記ナプキン本体２の後縁
部５および前記液吸収層２２の後端部２２ｂは、前記尾てい骨対向基準線Ｘ３よりもさら
に後方に位置している。
【００４１】
　前記ナプキン本体２は、前記肛門対向基準線Ｘ２と前記尾てい骨対向基準線Ｘ３との間
の領域が臀裂対向部であり、この部分が、臀裂に対向する。本明細書では、女性の身体の
うちの膣口の前方位置から尾てい骨付近にかけての窪みを身体の溝と呼び、この身体の溝
のうちの肛門から前記尾てい骨にかけての溝を臀裂と呼ぶ。前記臀裂対向部の長さ寸法は
、５０～１５０ｍｍの範囲である。
【００４２】
　前記ナプキン本体２を構成している前記裏面シート２１は、坪量が２３ｇ／ｍ２程度の
ポリエチレン樹脂などのフィルムであり、好ましくは透湿性のものが使用される。前記液
吸収層２２は、粉砕パルプと高吸収性ポリマー（ＳＡＰ）とが混合され、さらに親水性の
ティッシュペーパで包まれているものであり、粉砕パルプの目付けは４００ｇ／ｍ２程度
である。前記側部シート２４は、芯部がポリプロピレンで鞘部がポリエチレンの芯鞘型複
合合成繊維で形成されたスパンボンド不織布である。
【００４３】
　前記表面シート２３は、第１の液透過性シート２３ａと第２の液透過性シート２３ｂと
が重ねられて構成されている。前記第１の液透過性シート２３ａと前記第２の液透過性シ
ート２３ｂは、それぞれ目付けが２５ｇ／ｍ２程度のスルーエア不織布である。このスル
ーエア不織布を構成する繊維は、芯部がポリエチレンテレフタレート樹脂で、鞘部がポリ
エチレン樹脂の芯鞘型の複合合成繊維であり、前記芯部に酸化チタンなどの無機フィラー
が混入されたものが使用される。前記第１の液透過性シート２３ａと第２の液透過性シー
ト２３ｂは、親水性油剤をコーティングした親水性の繊維が８０％と、撥水性の油剤をコ
ーティングした撥水性繊維２０％とが混綿されたもので形成されている。
【００４４】
　前記第１の液透過性シート２３ａと前記第２の液透過性シート２３ｂは、液の透過を妨
げない程度の坪量（例えば２ｇ／ｍ２）で塗工されたホットメルト型接着剤によって互い
に離れないように接着されている。
【００４５】
　前記表面シート２３を構成する前記液透過性シートは、スルーエア不織布に限られず、
ポイントボンド不織布、スパンレース不織布あるいはスパンボンド不織布などであっても
よいが、液の透過性を良好にするために繊維密度は０．１２ｇ／ｃｍ３以下であることが
好ましい。前記液透過性シートは多数の液透過孔が形成された樹脂フィルムで形成するこ
ともでき、または第１の液透過性シート２３ａを液透過孔を有する前記樹脂フィルムで形
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成し、第２の液透過性シート２３ｂを、スルーエアなどの不織布で形成してもよい。また
、表面シート２３にドット状のエンボス加工を施したり、表面シート２３を波状の賦形し
てもよい。
【００４６】
　ナプキン本体２の肌側表面に設けられた表面構成要素３は、前記表面シート２３によっ
て構成されている。すなわち、前記表面シート２３は、その一部によって前記表面構成要
素３を形成し、前記表面構成要素３を形成していない部分は、前記液吸収層２２の肌側表
面に、液との透過を妨げない坪量の範囲で塗布されたホットメルト型接着剤で接着されて
いる。
【００４７】
　図２に示すように、前記表面構成要素３は、前方起端３４と後方起端３５との間が隆起
部３１であり、前記前方起端３４とナプキン本体２の前縁部４との間が前方扁平部３２で
、前記後方起端３５とナプキン本体２の後縁部５との間が後方扁平部３３である。
【００４８】
　前記表面構成要素３には、少なくとも前記隆起部３１に縦方向に延びる弾性収縮部材３
６が取付けられている。この実施の形態では、前記弾性収縮部材３６が、前記前方起端３
４よりも前方の位置から前記後方起端３５よりも後方の位置に渡って設けられている。
【００４９】
　図３および図４に示すように、前記弾性収縮部材３６は、縦方向中心線Ｏｙ上に設けら
れており、前記第１の液透過性シート２３ａと第２の液透過性シート２３ｂとの間に挟ま
れ、前記弾性収縮部材３６は、前記第１の液透過性シート２３ａと第２の液透過性シート
２３ｂの双方にホットメルト型接着剤によって接着されている。
【００５０】
　前記弾性収縮部材３６は繊度が４２０～１００００ｄｔｅｘ、好ましくは１８００～８
０００ｄｔｅｘのポリウレタン弾性糸である。あるいは天然ゴムや合成ゴムで形成された
糸ゴムなどであってもよい。前記弾性収縮部材３６は、前記前方起端３４と、前記後方起
端３５との間において、縦方向に１．２倍以上、好ましくは１．５倍伸ばされた状態で前
記第１の液透過性シート２３ａと第２の液透過性シート２３ｂとの間に接着固定されてい
る。
【００５１】
　前記弾性収縮部材３６は、前記前方起端３４と前記後方起端３５との間において、ナプ
キン本体２の肌側表面から離れることのできる自由状態となっている。そのため、図１に
示すように生理用ナプキン１に外力が作用していないときには、前記弾性収縮部材３６の
弾性収縮力によって、前記前方起端３４と前記後方起端３５とを接近させる力が作用する
。
【００５２】
　図３と図４に示すように、縦方向中心線Ｏｙの左右両側に等距離を空けた位置に、縦方
向に並行に延びる接合境界線３７，３７が設けられている。この接合境界線３７，３７よ
りも左右両外側において、前記表面シート２３は、液吸収層２２の表面に接着されている
。図３に示すように、前記前方扁平部３２では、前記接合境界線３７と接合境界線３７と
の間に位置する前記表面シート２３が扁平に折り畳まれて、その折畳み部分がホットメル
ト型接着剤で接着されて、全体がナプキン本体２の肌側表面から離れないようになってい
る。
【００５３】
　前記前方扁平部３２では、弾性収縮部材３６がナプキン本体２の肌側表面から立ち上が
らないように、弾性収縮部材３６が設けられている部分の表面シート２３が液吸収層２２
に接着されている。
【００５４】
　前記前方扁平部３２はその側縁３２ａ，３２ａが縦方向中心線Ｏｙの左右両側に等距離
空けた位置にあり、前記前方扁平部３２の幅寸法Ｗ１は、１０～５０ｍｍの範囲である。
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生理用ナプキン１を装着すると、前方扁平部３２が膣口の前方部分に当たるようになるが
、前記前方扁平部３２の幅寸法Ｗ１が前記範囲であると、前方扁平部３２が膣口に密着し
、膣口から出た経血が膣口に密着する前方扁平部３２を透過してその下の液吸収層２２に
導かれるようになる。また、後方扁平部３３の構造は前記前方扁平部３２と同じである。
【００５５】
　前記前方起端３４と前記後方起端３５との間では、前記弾性収縮部材３６の弾性収縮力
が作用して、図１に示すように前方起端３４と後方起端３５とを接近させる力が作用し、
ナプキン本体２は肌側表面が窪むように湾曲変形する。その結果、前方起端３４と後方起
端３５との間では、図４に示すように弾性収縮部材３６がナプキン本体２の肌側表面から
離れ、表面シート２３を構成する第１の液透過性シート２３ａと第２の液透過性シート２
３ｂとが、前記接合境界線３７，３７を起線として立ち上がって立体形状となる。
【００５６】
　図２に示すように、前記前方起端３４は、ナプキン本体２の膣対向基準線Ｘ１よりも前
方で且つ膣対向部内に位置している。本明細書では、前記前方起端３４がナプキン本体２
の膣対向部に位置すると説明しているが、膣口の位置および膣口の大きさには個人差があ
り、また生理用ナプキン１の装着状態によって前記膣対向部の範囲が変動する。そこで、
前記前方起端３４は、膣対向基準線Ｘ１の前方５０ｍｍから後方５０ｍｍの範囲に位置し
ていればよく、またナプキン本体２の前縁部４から後方へ５０ｍｍ以上離れた位置にある
。
【００５７】
　前記後方起端３５は、尾てい骨対向基準線Ｘ３よりもやや前方に位置していてもよいし
、尾てい骨対向基準線Ｘ３よりもやや後方に位置してもよい。
【００５８】
　ただし、前記前方起端３４と後方起端３５との間に形成される前記隆起部３１は、その
ほとんどが臀裂対向部（前記肛門対向基準線Ｘ２と尾てい骨対向基準線Ｘ３との間の領域
）に存在していることが必要である。その条件を維持できる範囲であれば、前記前方起点
３４は、膣対向部よりも後方に位置してもよい。なお、前記隆起部３１の長さ寸法Ｌ４の
好ましい範囲は、５０～３００ｍｍの範囲である。
【００５９】
　図１と図２に示すように、ナプキン本体２の肌側表面には、前記表面シート２３と液吸
収層２２を一緒に圧縮して加熱して形成した圧縮部が設けられている。この圧縮部は主圧
縮線４１を形成しており、この主圧縮線４１は、前記前方起端３４よりも前方位置から、
前記後方起端３５よりも後方の位置まで連続して形成されている。また、前記主圧縮線４
１よりも前方には、前方圧縮線４２が設けられている。
【００６０】
　前記主圧縮線４１が形成されている領域の長さ寸法Ｌ５は、前記隆起部３１の長さ寸法
Ｌ４よりも長く、前記隆起部３１が存在する領域には、前記主圧縮線４１が縦方向に延び
て形成されている。また、主圧縮線４１は、縦方向中心線Ｏｙから左右に等距離を空けた
位置に形成されている。前記隆起部３１が形成されている領域において、前記主圧縮線４
１は縦方向中心線Ｏｙと並行に形成されていることが好ましいが、主圧縮線４１が曲線形
状パターンや波形状パターンで形成されていてもよい。
【００６１】
　図２に示すように、前記主圧縮線４１は、前方に前方横断部４１ａを有し、後方に後方
横断部４１ｂを有して、液吸収層２２を有する領域を囲む縦長の領域を形成している。た
だし、前記前方横断部４１ａと後方横断部４１ｂの両方または、いずれか一方を有しない
ものであってもよい。
【００６２】
　前記主圧縮線４１は剛性付与要素として機能し、この主圧縮線４１を設けることによっ
て、ナプキン本体２が、弾性収縮部材３６の弾性収縮力に対抗する剛性を得ることができ
る。
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【００６３】
　図３および図４、さらに図１２（Ａ）（Ｂ）に示すように、前記主圧縮線４１は、高圧
縮部４３と低圧縮部４４とが縦方向に交互に繰り返して形成されており、それぞれの高圧
縮部４３は、肌側表面から裏面シート２１に向けて窪むように凹状に形成されている。前
記高圧縮部４３では、前記液吸収層２２の密度が液吸収領域の２倍以上で好ましくは５倍
以上となるように加圧されており、低圧縮部４４は、前記高圧縮部４３よりも低密度であ
るが、液吸収層２２の密度が前記液吸収領域の１．５倍以上に加圧され、好ましくは２倍
以上に加圧されている。
【００６４】
　前記ナプキン本体２には、前記弾性収縮部材３６によって前記前方起端３４と後方起端
３５とを引き付ける弾性収縮力が作用するが、前方起端３４と後方起端３５との間には剛
性付与要素として前記主圧縮線４１が存在しているため、前方起端３４と後方起端３５と
の間で、液吸収層２２に皺が形成されて縦方向に収縮するようなことがなく、あるいは液
吸収層２２に折れ部が発生しにくくなる。
【００６５】
　そのため、ナプキン本体２に外力が作用していない自由状態では、前方起端３４と後方
起端３５との間において、ナプキン本体２は肌側表面が窪むように且つ縦方向に曲率を有
するような湾曲状態を維持しやすくなる。
【００６６】
　特に、図１２（Ａ）に示すように、前記主圧縮線４１は、高圧縮部４３と低圧縮部４４
とが縦方向に交互に形成され、且つ高圧縮部４３が裏面シート２１に向けて窪む形状であ
るため、前方起端３４と後方起端３５との間に弾性収縮力が作用したときに、図１２（Ｂ
）に示すように、液吸収層２２が低圧縮部４４の頂部どうしが接近して密着するように変
形しやすくなる。そのため、弾性収縮部材３６の弾性収縮力が作用したときに、ナプキン
本体２の後方部分が図１に示すような湾曲形状に変形しやすく、また低圧縮部４４どうし
が接近して密着することにより、ナプキン本体２に折れが発生しにくくなる。
【００６７】
　なお、前記生理用ナプキン１は、膣対向部および臀裂対向部を有して長さ寸法の大きい
縦長形状である。そのため通常は折り畳んで梱包されることになるが、この梱包時に、前
記隆起部３１が存在している領域で生理用ナプキン１が折られることがある。ただし、隆
起部３１が形成されている領域に剛性付与要素として機能する主圧縮線４１が形成されて
いるため、梱包時に設定される折り線以外の部分では、前記弾性収縮部材３６によってナ
プキン本体２が強制的に折られるのを抑制できるようになっている。
【００６８】
　そのため、例えば前方起端３４と後方起端３５との間に梱包のための折れ線を設定した
としても、この折れ線以外の部分が不用意に折れたり、あるいは折れ線よりも前方部分が
肌側に向けて隆起変形することなどを防止でき、ナプキン本体２が図１に示す湾曲状態を
維持しやすくなる。
【００６９】
　ナプキン本体２に外力が作用していない自由状態において、ナプキン本体２の肌側表面
からの前記隆起部３１の立ち上がり高さ寸法Ｈは、前記前方起端３４と前記後方起端３５
との中点において最大になる。前記立ち上がり高さ寸法Ｈが最大となる位置は、前記肛門
対向基準線Ｘ２よりも１０～５０ｍｍ程度後方位置である。
【００７０】
　前記立ち上がり高さ寸法Ｈの最大値は、１０～６０ｍｍの範囲が好ましい。前記範囲未
満であると、前記隆起部３１が臀裂の奥まで入り込むことができず、前記範囲を越えると
、隆起部３１に設けられた弾性収縮部材３６から身体の臀裂に作用する弾性加圧力が大き
くなりすぎて、着用時に肛門から尾てい骨の間に違和感を与えやすくなる。
【００７１】
　また、図４に示すように立ち上がった状態の隆起部３１の頂部の幅寸法Ｗ２は１～３ｍ
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ｍの範囲であることが好ましい。前記範囲内であると、隆起部３１の頂部が臀裂内に入り
込みやすく、また臀裂に沿って後方へ移行しようとする経血を隆起部３１で捕捉しやすく
なる。
【００７２】
　図３と図４に示すように、ナプキン本体２では、前記裏面シート２１の着衣側表面に、
下着に固着させるための感圧接着剤層１１が設けられている。前記感圧接着剤層１１は、
縦方向中心線Ｏｙの左右両側において前記縦方向中心線Ｏｙと並行に設けられている。前
記感圧接着剤層１１は帯状で且つナプキン本体２の全長に渡って設けられている。前記感
圧接着剤層１１は、前記隆起部３１が設けられている範囲においてその全長に沿って設け
られていることが好ましく、さらには図４に示すように、前記感圧接着剤層１１は、剛性
付与要素である主圧縮線４１の真下に対向するように設けられていることが好ましい。
【００７３】
　前記ナプキン本体２が前記主圧縮線４１に沿って下着に固着されることにより、前記主
圧縮線４１による剛性付与要素がさらに補強され、隆起部３１が形成されている部分にお
いて着用中のナプキン本体２に皺や折れが発生しにくくなる。
【００７４】
　また、図示省略するが、前記折り返しフラップ部７，７が形成されている領域、および
前記後方フラップ部８，８が形成されている領域においても、前記裏面シート２１の着衣
側表面に感圧接着剤層が設けられている。
【００７５】
　前記生理用ナプキン１を使用するときには、ナプキン本体２の着衣側表面に設けられた
感圧接着剤層１１を下着の内面に接着する。また、折り返しフラップ部７，７を下着のク
ロッチ部の両側縁部から外面に向けて折り返し、折り返しフラップ部７，７の着衣側表面
に設けられた感圧接着剤層をクロッチ部の外面に接着する。また後方フラップ部８，８の
着衣側表面に設けられた感圧接着剤層を下着の後身頃の下部内面に接着する。
【００７６】
　使用者が前記生理用ナプキン１を下着に固着するときには、折り返しフラップ部７，７
の中心位置（前記膣対向基準線Ｘ１）を位置決めの目安とし、前記中心位置がほぼ膣口の
前後方向での中心部に一致するように着用される。
【００７７】
　図５（Ａ）（Ｂ）は、前記生理用ナプキン１が女性の身体５０の股間部から臀部にかけ
て装着された状態を示している。図５（Ａ）では、膣口位置を符号５１で示し、肛門位置
を符号５２で示し、尾てい骨位置を符号５３で示している。女性の身体は膣口の前方部分
から尾てい骨にかけて窪んだ溝が形成されているが、肛門位置５２から尾てい骨位置５３
までのほぼその範囲内に臀裂が形成されている。また肛門位置５２よりも前方が股間部で
ある。
【００７８】
　ナプキン本体２の前方部分には弾性収縮部材３６の弾性収縮力が作用しないため、前方
部分は膣口位置５１およびその前方の恥骨位置に柔軟にフィットするように変形できる。
一方、ナプキン本体２の後方部分に、弾性収縮部材３６の弾性収縮力が集中的に作用する
ため、膣対向部よりも後方部分が臀部の表面に沿うように湾曲して、臀部に隙間無くフィ
ットするようになる。
【００７９】
　また、前記隆起部３１は表面シート２３を構成する第１の液透過性シート２３ａと第２
の液透過性シート２３ｂで形成されているため、その断面形状が、股間部の溝の形状およ
び臀裂の形状に対応して自由に変形できる。
【００８０】
　生理用ナプキン１は、隆起部３１の立ち上がり寸法が最大となる位置が、肛門対向基準
線Ｘ２よりも後方にあるため、肛門位置５２よりも先方の股間部に当たる部分では隆起部
３１の立ち上がり寸法が低く、隆起部３１が左右に広がりを有している。そのため、前記
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股間部では、隆起部３１が押し潰された状態で身体に密着できるようになる。
【００８１】
　身体５０の肛門位置５２を起点としてそれよりも後方では、図６に示すように幅細で深
い臀裂５４が形成されている。この部分では、隆起部３１の立ち上がり高さ寸法が大きく
、隆起部３１は幅寸法が先部に向うにしたがって徐々に狭くなる形状である。そのため、
隆起部３１が臀裂５４の奥まで入り込めるようになる。
【００８２】
　前記隆起部３１の内部が空洞であるため、前記のように隆起部３１が股間部から臀裂５
４の形状に追従して変形できるようになる。また、身体５０の股間部から臀裂５４の形状
に対して柔軟に変形できるのであるならば、前記隆起部３１が、前記表面シート２３のみ
で形成されているものに限られず、前記表面シート２３の内面にパルプなどで形成された
薄い吸収性シートが存在するものであってもよい。
【００８３】
　また、膣口位置５１の前方部分には、前方扁平部３２を形成する第１の液透過性シート
２３ａと第２の液透過性シート２３ｂが密着するため、膣口から出た経血は、前方扁平部
３２において前記液透過性シート２３ａ，２３ｂの繊維間を自重で通過し、その下に位置
する液吸収層２２の親水力によって速やかに吸収保持される。就寝時などにおいて、膣口
から後方へ流れようとする経血は、まず肛門位置５２に密着している隆起部３１によって
捕捉され、さらに臀裂５４に沿って後方へ移行しようとする経血も、臀裂５４に密着して
いる前記隆起部３１によって捕捉される。
【００８４】
　前記隆起部３１に与えられた経血は、この隆起部３１を形成している液透過性シート２
３ａ，２３ｂを通過し、且つ前記液透過性シート２３ａ，２３ｂに沿ってナプキン本体２
の肌側表面に移行し、液吸収層２２によって速やかに吸収されて保持される。したがって
、経血は臀部方向において生理用ナプキン１の外部に洩れ出にくくなる。
【００８５】
　生理用ナプキン１を装着すると、弾性収縮部材３６から身体に圧力が作用するが、弾性
収縮部材３６の圧力は膣口にはさほど作用せず、主に膣口よりも後方の臀裂５４に作用す
るため、身体６０が不快な圧迫感を受けなくなり、着用感触が良好になる。
【００８６】
　次に、前記生理用ナプキン１の好ましい物性値について説明する。
　前記生理用ナプキン１を図２に示すように着衣側表面が平面となるように強制的に展開
したときに、前記前方起端３４と後方起端３５とを接近させようとする力は、０．１～５
．０Ｎの間であることが好ましい。前記範囲未満であると、弾性収縮部材３６の力が弱す
ぎて、ナプキン本体２の後方部分を図１に示すような湾曲形状に変形させにくくなる。ま
た前記範囲を越えると、図２に示すような平坦な状態にしたときに、前方起端３４と後方
起端３５において、後方弾性収縮部材３６が外れやすくなる。
【００８７】
　次に、弾性収縮部材３６の弾性収縮力と、ナプキン本体２の剛性との関係であるが、生
理用ナプキン１を図１に示すように自由状態で湾曲させたときに、前記前方起端３４と後
方起端３５との間に弾性収縮力が作用した状態で、ナプキン本体２が湾曲形状を維持でき
、ナプキン本体２に前記弾性収縮力を原因とする折れが発生せず、また液吸収層２２が縦
方向に収縮することのないように設定される。
【００８８】
　前記のように湾曲形状を維持できるようにするための、弾性収縮部材３６の弾性収縮力
の好ましい収縮力と、ナプキン本体２の好ましい剛性は以下に示す通りである。
【００８９】
　図７は、弾性収縮部材３６の弾性収縮力の測定方法の一例を示す説明図である。測定治
具６０は、半径Ｒ＝１１０ｍｍの凹状の円筒面６１を有している。半径Ｒ＝１１０ｍｍは
、年齢２７歳、身長１６８ｃｍ、体重５６ｋｇ、ＢＭＩが１９．８の成人女性の股間部か
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ら臀部までの前後方向の湾曲形状の曲率の平均値にほぼ相当している。測定器としては、
円筒面６１の半径方向へ直進する押圧子６２を用いる。この押圧子６２は、押圧側の表面
が直径３０ｍｍの平坦な円形面である。
【００９０】
　生理用ナプキン１をその長手方向が円筒面６１の湾曲方向（曲率方向）へ向くようにし
て、前記感圧接着剤層１１によって着衣側表面を前記円筒面６１に接着固定する。そして
、前記隆起部３１のナプキン本体２の肌側表面からの立ち上がり高さ寸法が最大値Ｈｍａ
ｘとなる箇所を、前記押圧子６２によって円筒面６１の半径方向へ向けて直線的に速度２
０ｍｍ／ｍｉｎで押圧する。
【００９１】
　このとき、隆起部３１の頂部を５ｍｍ押し込むのに要する力は、隆起部３１の縦方向の
長さ１０ｍｍ当たりに換算して０．０５～３Ｎの範囲であることが好ましく、さらに好ま
しくは０．０５～１Ｎの範囲である。また、前記隆起部３１を肌側表面からの高さが１０
ｍｍとなるまで押し込むのに要する力は、隆起部３１の縦方向の長さ１０ｍｍ当たりに換
算して０．１～５Ｎの範囲であることが好ましく、さらに好ましくは０．３～２．０Ｎの
範囲である。
【００９２】
　前記範囲であると、隆起部３１が臀裂５４に入り込みやすく、また臀裂５４が受ける圧
迫感が着用中にあまり気にならなくなる。
【００９３】
　次に、ナプキン本体２の剛性であるが、図２に示す生理用ナプキン１において、弾性収
縮部材３６を除去し、肛門対向基準線Ｘ２と尾てい骨対向基準線Ｘ３との間において、縦
方向中心線Ｏｙを中心とし且つ主圧縮線４１，４１を含んだ状態で、５０×５０ｍｍの大
きさで切り取ったサンプルを用意する。このサンプルの縦方向の前後をチャックに保持し
、このときのチャック間距離を４０ｍｍとする。前記チャックをチャック間距離が２０ｍ
ｍとなるまで１０ｍｍ／ｍｉｎの速度で接近させ、そのときのチャック間に作用する最大
荷重を測定する。
【００９４】
　この測定において、前記最大荷重（座屈荷重）は０．５～６Ｎの範囲が好ましく、さら
に好ましくは１～３Ｎである。
【００９５】
　次に、図２に示す生理用ナプキン２の前記弾性収縮部材３６を除去し、肛門対向基準線
Ｘ２と尾てい骨対向基準線Ｘ３との中間部分を長さＬａ＝１５０ｍｍに切断したサンプル
を用意する。
【００９６】
　カトーテック株式会社製の自動化曲げ試験機（ＫＥＳ－ＦＢ２－Ｌ）を使用し、前記サ
ンプルの長手方向の両端をチャックで保持する。そして、前記サンプルを曲率変化速度が
０．１ｃｍ－１／ｍｉｎで、曲率がプラス側に０．５ｃｍ－１でマイナス側に０．５ｃｍ
－１となる範囲で正逆両方向へ湾曲させ、それぞれの方向への曲げに要した曲げモーメン
トのヒステリシス曲線を得る。曲率が０．１ｃｍ－１のときの曲げモーメントのヒステリ
シス量を２ＨＢとする。前記２ＨＢは、３×１０－２（Ｎ・ｍ／ｍ）以上で１５×１０－

２（Ｎ・ｍ／ｍ）が好ましく、さらに好ましくは１０×１０－２（Ｎ・ｍ／ｍ）以下であ
る。
【００９７】
　前記弾性収縮部材３６の弾性力とナプキン本体２の剛性とがそれぞれ前記範囲であると
、図１に示す自由状態、さらには着衣側表面を曲率半径Ｒ＝１１０ｍｍとなるように湾曲
させた状態（身体に装着した状態）で、ナプキン本体２の後方部分が湾曲状態を維持でき
、ナプキン本体２が縦方向に縮んだり、またはナプキン本体２が折れるのを防止しやすく
なる。
【００９８】
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　また、前記生理用ナプキン１は、タンポンや膣の陰唇間に装着する陰唇間パッドと併用
することが可能である。この場合に、前記隆起部３１は、膣口付近から臀裂に沿って延び
ているため、前記タンポンや陰唇間パッドを併用したときに、これらがずれたり外れたり
するのを防止できる。
【００９９】
　次に、本発明の生理用ナプキンの他の実施の形態を説明する。
　図８は本発明の第２の実施の形態の生理用ナプキン１０１を示すものであり、図４に相
当する断面図である。
【０１００】
　第２の実施の形態の生理用ナプキン１０１は、ナプキン本体２が前記第１の実施の形態
と同じ構造であるが、正面構成要素１０３では、第１の液透過性シート２３ａと第２の液
透過性シート２３ｂとの間に、２本の弾性収縮部材３６，３６が接着固定されている。そ
して、弾性収縮部材３６が固定されている部分と弾性収縮部材３６が固定されている部分
との中間に位置する前記表面シート２３が、前記接合境界線３７と接合境界線３７との中
間部分において、液吸収層２２の肌側表面に接着されている。
【０１０１】
　前記弾性収縮部材３６，３６は、縦方向中心線Ｏｙの左右両側に接近した位置で且つ前
記縦方向中心線Ｏｙと並行に延びている。そのため、隆起部１３１は、縦方向に延びる２
つの頂部を有している。頂部が互いに接近していることにより、この頂部が臀裂５７内に
入り込むことができる。また生理用ナプキン１０１の表面において後方へ移行しようとす
る経血を、２つの頂部の間に導いて液吸収層２２に移行させることができるため、就寝時
などにおいて、経血の後方への洩れ防止効果をさらに高めることができる。
【０１０２】
　図９は参考例として生理用ナプキン２０１を示すものであり、図４に相当する断面図で
ある。
【０１０３】
　参考例の生理用ナプキン２０１の正面構成要素２０３は、前方起端３４と後方起端３５
との間において、隆起部２３１がナプキン本体２の肌側表面から離れており、隆起部２３
１がナプキン本体２上で幅方向へ自由に動くことができるようになっている。
【０１０４】
　前記隆起部２３１は、第１の液透過性シート２３ａと第２の液透過性シート２３ｂとか
らなり、縦方向中心線Ｏｙ上に位置する弾性収縮部材３６が、前記第１の液透過性シート
２３ａと第２の液透過性シート２３ｂとの間に挟まれて接着固定されている。図９に示す
ように、第１の液透過性シート２３ａと第２の液透過性シート２３ｂの縁部どうしが接合
されて、隆起部２３１は、内部が空洞の筒構造となっている。
【０１０５】
　ナプキン本体２０２は、液吸収層２２の肌側表面が液透過性の表面シート１２３で覆わ
れている。前記表面シート１２３は、前記第１の液透過性シート２３ａや第２の液透過性
シート２３ｂと同等の素材で形成されている。
【０１０６】
　前記前方起端３４よりも前方、および後方起端３５よりも後方領域では、前記第１の液
透過性シート２３ａと第２の液透過性シート２３ｂとが、扁平状態に折り畳まれて、参考
例と同様の前方扁平部３２と後方扁平部３３とが形成されている。この前方扁平部３２と
後方扁平部３３は、前記表面シート１２３上に接着固定されている。
【０１０７】
　参考例の生理用ナプキン２０１では、隆起部２３１が臀裂５４内に入り込んだ状態で、
身体と下着とが位置ずれし、下着に固着されたナプキン本体２０２が左右両側に動いたと
しても、隆起部２３１は臀裂５４内に入り込んだ状態を維持できる。よって寝返りなどに
よって下着がずれたとしても、臀裂に沿って後方へ移行しようとする経血の洩れを防止し
やすくなる。
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【０１０８】
　図１０は参考例の生理用ナプキン３０１を示している。
　この生理用ナプキン３０１のナプキン本体２０２は、前記図９に示した参考例と同じも
のである。この参考例表面構成要素３０３においても、前方起端３４と後方起端３５との
間において、隆起部３３１がナプキン本体２０２の肌側表面から離れて自由に動けるよう
になっている。
【０１０９】
　隆起部３３１は、断面形状が逆Ｖの字形状であり、液透過性シート３２３が折り返され
て形成されている。この液透過性シート３２３の間には、縦方向中心線Ｏｙ上に位置する
弾性収縮部材３６が固定されているとともに、この弾性収縮部材３６の左右両側に等距離
を空けた位置に他の弾性収縮部材３３６，３３６が設けられ、この弾性収縮部材３３６，
３３６も液透過性シート３２３の間に固定されている。
【０１１０】
　前記隆起部３３１は、逆Ｖ字形状の壁面の外面が臀裂５４の内面に密着できるようにな
り、前記臀裂５４との密着性を高める効果を発揮できる。
【０１１１】
　図１１（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は、それぞれ隆起部の変形例を示す斜視図である。
　図１１（Ａ）に示す隆起部４３１Ａは、３枚の液透過性シート４２３ａ，４２３ｂ，４
２３ｃが重ねられて形成されている。前記隆起部４３１Ａには、前記液透過性シート４２
３ａ，４２３ｂ，４２３ｃをエンボス加工で部分的に圧縮した複数の圧縮部４３５が点在
している。
【０１１２】
　前記隆起部４３１Ａに至った経血は、繊維が高密度となった前記圧縮部４３５に集中さ
せられて、その後に隆起部４３１Ａの壁面を伝わって液吸収層２２に至るようになる。前
記圧縮部４３５が点在することにより、臀裂５４を後方へ移行しようとする経血を留める
効果を発揮しやすくなる。
【０１１３】
　図１１（Ｂ）に示す隆起部４３１Ｂでは、縦方向中心線Ｏｙ上に設けられた弾性収縮部
材３６と、さらに他の複数の弾性収縮部材４３６が設けられている。各弾性収縮部材４３
６も縦方向への弾性収縮力を発揮するが、それぞれの弾性収縮部材４３６の弾性収縮力は
、前記弾性収縮部材３６の弾性収縮力よりも弱いことが好ましい。弾性収縮部材３６の弾
性収縮力を強くすることにより、図１１（Ｂ）に示すように、隆起部３１の断面形状を頂
部に向うにしたがって徐々に幅細にでき、臀裂５４内に入り込みやすく構成できる。
【０１１４】
　図１１（Ｃ）に示す隆起部４３１Ｃでは、液透過性シート２３２の上部に、シート状の
弾性収縮部材４３７が取付けられている。この弾性収縮部材４３７は、ポリウレタン糸が
縫いこまれた伸縮性不織布、ゴムシート、ポリウレタンシートなどである。このシート状
の弾性収縮部材４３７は、逆Ｖ字に折り癖が付けられて、前記液透過性シート４２３の内
面に接着固定されている。このシート状の弾性収縮部材４３７によって、前方起端３４と
後方起端３５とを接近させる弾性収縮力を発揮させることにより、前記隆起部４３１Ｃを
ナプキン本体２の肌側表面から隆起させることができる。
【０１１５】
　次に、図１３ないし図１７は、ナプキン本体の後方部分の剛性を高めるための剛性付与
要素を実施の形態別に示すものである。
【０１１６】
　図１３は本発明の第３の実施の形態の生理用ナプキン５０１を示すものであり、図２と
同じ平面図である。
【０１１７】
　この実施の形態の表面構成要素３は、前記第１の実施の形態と同じである。あるいは、
表面構成要素が前記各実施の形態のいずれかと同じ構造である。



(16) JP 4554276 B2 2010.9.29

10

20

30

40

50

【０１１８】
　この生理用ナプキン５０１のナプキン本体５０２は、前方に前記主圧縮線４１と前方圧
縮線４２が設けられているが、後方部分の肌側表面には、縦方向中心線Ｏｙと並行に延び
る後方圧縮線５４１，５４１が形成されている。この後方圧縮線５４１，５４１は、液吸
収層２２が設けられた領域で且つ縦方向中心線Ｏｙから左右に２０ｍｍ以上離れない位置
に形成されていることが好ましい。この実施の形態では、前記主圧縮線４１の後方部分と
前記後方圧縮線５４１の双方が剛性付与要素として機能している。
【０１１９】
　前記後方圧縮線５４１，５４１は、前記前方起端３４よりも５～３０ｍｍ程度後方の位
置から前記後方起端３５よりも後方の位置まで形成されている。後方圧縮線５４１，５４
１は、前記主圧縮線４１よりも幅広であり、図１２に示したように、高圧縮部４３と低圧
縮部４４とが縦方向に向けて交互に形成されている。そして、後方圧縮線５４１，５４１
の高圧縮部４３と低圧縮部４４との境界線４５は、全て縦方向中心線Ｏｙと直交する線上
に一致している。
【０１２０】
　高圧縮部４３と低圧縮部４４との境界線４５が、縦方向中心線Ｏｙと直交する方向へ延
びていることにより、前方起端３４と後方起端３５との間に弾性収縮力が作用したときに
、ナプキン本体５０２の後方部分が、曲率が縦方向に沿う向きとなるように湾曲しやすく
なる。また後方圧縮線５４１が幅広であるため、剛性を高める効果を発揮しやすくなり、
ナプキン本体５０２が図１に示すような湾曲形状を維持しやすくなる。
【０１２１】
　図１４は本発明の第４の実施の形態の生理用ナプキン６０１を示す平面図である。
　第４の実施の形態は、図１３に示した第３の実施の形態を変形させたものであり、ナプ
キン本体６０２では、後方領域において、縦方向中心線Ｏｙに沿って後方圧縮線６４１が
形成され、主圧縮線４１の後方部分と前記後方圧縮線６４１が剛性付与要素として機能し
ている。表面構成要素３が前記第１の実施の形態と同じ構造である場合には、前記後方圧
縮線６４１は、隆起部３１の下方において前記接合境界線３７と接合境界線３７との中間
に位置している。
【０１２２】
　この後方圧縮線６４１は、前方起端３４よりもわずかに後方位置から後方に向けて形成
されているが、前記主圧縮線４１よりも幅広であり、高圧縮部４３と低圧縮部４４が縦方
向に向けて交互に形成されている。また高圧縮部４３と低圧縮部４４との境界線４５は、
縦方向中心線Ｏｙと直交する方向へ延びている。よって、前方起端３４と後方起端３５と
の間に弾性収縮力が作用したときに、ナプキン本体６０２の後方部分が、曲率が縦方向の
みに向けられるように湾曲しやすくなる。
【０１２３】
　図１５は、本発明の第５の実施の形態の生理用ナプキン１００１を示す平面図である。
この第５の実施の形態は、圧縮部によって剛性付与要素を形成する際の好ましい実施の形
態のひとつである。
【０１２４】
　この生理用ナプキンのナプキン本体１００２では、図１と図２に示すのと同じ主圧縮線
４１が形成されている。この主圧縮線４１は、膣対向基準線Ｘ１よりも前方から、尾てい
骨対向基準線Ｘ３にかけて形成されており、ナプキン本体１００２の液吸収領域を囲むよ
うに縦長に形成されている。そして、肛門対向基準線Ｘ２から尾てい骨対向基準線Ｘ３に
かけての臀裂対向部では、前記主圧縮線４１の左右両側に、後方圧縮線１０４１，１０４
１が形成されており、前記臀裂対向部では、圧縮線が左右それぞれに２重に形成されて剛
性の高い剛性付与手段が形成されている。
【０１２５】
　臀裂対向部において、圧縮線が左右それぞれに２重に形成されていることにより、ナプ
キン本体１００２の曲げ剛性が高くなり、弾性収縮部材３６の弾性収縮力によって、ナプ
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キン本体１００２に折れなどが発生しにくくなっている。
【０１２６】
　なお、隆起部３１の前方起端３４と肛門対向基準線Ｘ２との間の膣対向部では、主圧縮
線４１が剛性付与要素として機能している。すなわち、この実施の形態では、膣口に対向
する部分では、剛性付与要素の圧縮線を左右１重として膣対向部が股間部の形状に柔軟に
対応できるようにし、臀裂に対向する部分では、圧縮線を左右に２重に配置して、ナプキ
ン本体１００２が臀部に沿った湾曲形状を維持しやすくしている。
【０１２７】
　図１６は本発明の第６の実施の形態の生理用ナプキン７０１を示す断面図である。
　この生理用ナプキン７０１のナプキン本体７０２は、縦方向中心線Ｏｙを挟んだ左右両
側部分において、液吸収層２２が上方へ山形に変形することで剛性付与要素７４１が形成
されている。さらに裏面シート２１も山形に変形している。また剛性付与要素７４１の頂
部では、液吸収層２２に折り込み線７４２が形成され、この折り込み線７４２の両側に位
置する液吸収層２２が幅方向に圧縮されている。
【０１２８】
　前記剛性付与要素７４１は、前記前方起端３４よりも前方位置から前記後方起端３５よ
りも後方位置にわたって形成されている。この剛性付与要素７４１によって、ナプキン本
体７０２の後方部分が折れることなく湾曲形状を維持できるようになっている。
【０１２９】
　また、ナプキン本体７０２の着衣側表面では、前記剛性付与要素７４１の両側に感圧接
着剤層１１が設けられている。この感圧接着剤層１１が下着に接着された状態で、剛性付
与要素７４１が山形形状を維持できるようになり、身体に着用中に、ナプキン本体７０２
の後方部分が縦方向へ収縮したり折れるのを防止しやすくなっている。
【０１３０】
　なお、前記剛性付与要素７４１と圧縮線とを併用することが可能であり、図１５に示す
ように主圧縮線４１を形成し、臀裂対向部に前記剛性付与要素７４１を形成してもよい。
【０１３１】
　図１７は本発明の第７の実施の形態の生理用ナプキン８０１を示すものであり、図４と
同じ部分の断面図である。
【０１３２】
　この実施の形態では、ナプキン本体８０２に、剛性付与要素として補強部材８４１が設
けられている。この補強部材８４１は、隆起部３１の基部の接合境界線３７と接合境界線
３７との間においてナプキン本体８０２の肌側表面に固定されている。
【０１３３】
　図１７に示す補強部材８４１は、合成樹脂繊維で形成されたスルーエア不織布やその他
の不織布、さらにはエアーレイド法で積層したパルプをバインダーで固定したエアーレイ
ドパルプなどを折り畳んで帯状としたものであり、さらに剛性を高めるために前記補強部
材８４１にはエンボス加工により多数の加圧部８４２が形成されている。この補強部材８
４１は、前方起端３４よりも前方位置から後方起端３５よりも後方位置にわたって形成さ
れている。
【０１３４】
　また、帯状の補強部材としては、前記のものの他、樹脂シート、ゴムシートなどであっ
てもよい。また樹脂シートやゴムシートを使用する場合には多数の液透過孔が形成された
ものを使用することが好ましい。
【０１３５】
　図１８は本発明の第８の実施の形態の生理用ナプキン９０１を示す斜視図である。
　この生理用ナプキン９０１のナプキン本体９０２には、剛性付与要素として補強部材９
４１が設けられている。この補強部材９４１は、オレフィン系の樹脂繊維や、レーヨン繊
維あるいはパルプなどの棒状に固めて接着したものである。またはエアーレイド不織布な
どを丸めて棒状に形成したものである。あるいは前記素材を円筒状に丸めたものであって
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もよい。
【０１３６】
　この補強部材９４１はナプキン本体９０２の表面に接着されている。さらに図１７に示
すように補強部材９４１の上面に、縦方向へ間隔を開けて凹部９４２を形成しておくと、
弾性収縮部材３６の弾性収縮力によってナプキン本体９０２の後方部分が湾曲変形しやす
くなる。
【０１３７】
　なお、剛性付与要素は前記各実施の形態に限られるものではない。例えば、前方起端３
４と後方起端３５との間において、液吸収層２２の表面にホットメルト型接着剤を多めに
塗布して剛性を高めたものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１３８】
【図１】本発明の第１の実施の形態の生理用ナプキンの自由状態を示す斜視図、
【図２】前記第１の実施の形態の生理用ナプキンを平面状に展開した状態を肌側表面から
示す平面図、
【図３】図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線の断面図、
【図４】図１のＩＶ－ＩＶ線の断面図、
【図５】前記生理用ナプキンが身体に装着された状態を示す縦断面図、
【図６】図５のＶＩ－ＶＩ線の断面図、
【図７】前記生理用ナプキンの隆起部に設けられた弾性収縮部材の弾性収縮力を測定する
方法の説明図、
【図８】本発明の第２の実施の形態の生理用ナプキンを示す断面図、
【図９】参考例の生理用ナプキンを示す断面図、
【図１０】参考例の生理用ナプキンを示す断面図、
【図１１】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は隆起部を実施の形態別に示す部分斜視図、
【図１２】（Ａ）は圧縮線の断面図、（Ｂ）は湾曲状態となった圧縮線を示す断面図、
【図１３】本発明の第３の実施の形態の生理用ナプキンを示す平面図、
【図１４】本発明の第４の実施の形態の生理用ナプキンを示す断面図、
【図１５】本発明の第５の実施の形態の生理用ナプキンを示す平面図、
【図１６】本発明の第６の実施の形態の生理用ナプキンを示す断面図、
【図１７】本発明の第７の実施の形態の生理用ナプキンを示す断面図、
【図１８】本発明の第８の実施の形態の生理用ナプキンを示す断面図、
【符号の説明】
【０１３９】
１　生理用ナプキン
２　ナプキン本体
３　表面構成要素
２１　裏面シート
２２　液吸収層
２３　表面シート
３１　隆起部
３２　前方扁平部
３３　後方扁平部
３４　前方起端
３５　後方起端
３６　弾性収縮部材
４１　剛性付与要素である主圧縮線
４３　高圧縮部
４４　低圧縮部
５０　身体
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５１　膣口位置
５２　肛門位置
５３　尾てい骨位置
Ｘ１　膣対向基準線
Ｘ２　肛門対向基準線
Ｘ３　尾てい骨対向基準線

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】
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【図１８】
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